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ー デ ィ ン グ は 「 オ ー プ ン コ ー デ ィ ン グ 」 と 「 焦 点 的 デ ィ ン グ 」 の 2 段階に 分 け て
⾏っ た 。 オ ー プ ン コ ー デ ィ ン グ で は 、１⾏１⾏丹念 に読み込み な が ら コ ー ド を書き込
んで いき、 焦 点 的 コ ー デ ィ ン グ で は 、 オ ー プ ン コ ー デ ィ ン グ で つ け ら れ た コ ー ド を整
理・集約し 、 抽 象度の⾼い 、 加 え て ⽐ 較 的少数の 概 念 的 カ テ ゴ リ ー に 対 応 す る コ ー ド
を 選 択 的 に 割 り振っ て いき、 ま た そ れ ら の 概 念同⼠の 関係に つ い て 明 ら か に し て い く
作業 を⾏っ た (図 1 参照 ) 。各概 念 は 分 析 ワ ークシート（図 2 参照） を ⽤ い て個々 の逐
語録の内容と紐づけ 、 概 念 の 定 義 や 理論的根拠を整理 し た 。類似例と 対極・⽭盾例を
デ ー タ か ら 検索し 、類似例は 「具体例」 に追加 し て いき、 対極・⽭盾例が あ れば「 理
論的メモ」 に 記⼊す る 。新た な 概 念 が ⽣ 成 さ れ る度に 「 概 念 名 」 と 「 定 義 」 と 「具体
例」 の継続的 ⽐ 較 分 析 を⾏う こ と で 、 分 析 ワ ークシートの統合や 分 割 、⾔葉の表現の
変更と い っ た調整を す る 。 こ れ を 理論的飽和化 ま で⾏っ た 。  
最終 的 に は テ ー マ 、 カ テ ゴ リ ー 、 概 念同⼠の 関係、 体 験 後 の 変 化 の 過程を 解釈し 、
結 果図を作成 し全体 の 関係性 を ま と め た 。  
 
表 １ ． 対 象 者 概 要  
ID 年 齢  性 別  イ ン タ ビ ュ ー 時 間  逐 語 録 文 字 数  
No.１  23 女 性   
47 分 36 秒  
 
10143 字  No.２  23 女 性  
No.３  23 女 性  
No.４  25 男 性  37 分 06 秒  5454 字  
No.５  23 女 性  38 分 25 秒  7701 字  
No.６  25 男 性  40 分 32 秒  10949 字  
No.７  24 女 性  57 分 33 秒  11905 字  
No.８  25 男 性  38 分 00 秒  5657 字  
No.９  23 男 性  34 分 37 秒  8272 字  
No.10 23 男 性  50 分 09 秒  14156 字  
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図 2．分析ワークシートによる分析例の一例  
 
３． 結 果  
3 .1 ． コ ー デ ィ ン グ 結 果  
オ ー プ ン コ ー デ ィ ン グ で は 28 1 の コ ー ド を 抽 出 し た （表 2 参照）。 焦 点 的 コ ー デ ィ
ン グ で は 2 81 の コ ー ド を整理・集約し た 結 果 、 3 7 概 念 、 19 カ テ ゴ リ ー 、４テ ー マ に
グルー プ 分 け し た 。 テ ー マ は⼤きく 分 け て （ 1 ） 感 動 体 験 、（ 2 ） 体 験 後 の 変 化 、（ 3 ）
第 三 者 へ の 共 有 （ 4 ）⾃⾝で は 変 え る こ と の できな い 実 習環境の条件の 4 つ に 分類さ
れ た 。 テ ー マ （ 1）、（ 2 ） に つ い て は 、今回の イ ン タ ビ ュ ー の主題で あ り 、 他 の テ ー マ
よ り顕著に コ ー ド数が多い （表 3 参照）。（ 3 ）、（ 4 ） に お い て は 感 動 体 験 と そ の 後 の
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図 3． テ ー マ の 相 関 図  
 
3 .2 ． 感 動 体 験  
薬 学 ⽣ の 実 務 実 習 中 の 感 動 体 験 は①現場体 験 、②仲間 と の 関係構築、③指導者 と の
関係構築の 三種類に 分 け ら れ 、 学 ⽣ は⼈と の 関わり に よ っ て 感 動 体 験 を 経 験 す る こ と
が 分 か っ た （表 4 参照）。 指導者 と の 関係構築で は 、 関係がポジテ ィ ブ で あ っ た か 、
ネ ガ テ ィ ブ で あ っ た か に よ っ て⼤きく⼆つ に 分 か れ て い た 。ポジテ ィ ブ な 関係は 、
「 や さ し さ 」「評価」「 指摘」 で あ る 。 ネ ガ テ ィ ブ な 関係は 、「葛藤」 で あ る 。  
ま た 、 学 ⽣ は現場体 験 に お い て RS や PS を 経 験 す る 。 RS は 患 者 と 接 す る こ と で 、
PS は 患 者 と 接 す る こ と に 加 え て 、 活躍す る 薬 剤 師 の姿を⾒る こ と で 経 験 し て い た 。  
 感 動 体 験 が無い と 感 じ る 理由に は 、「気に し な い 」 と い う 元 々 の 性格以外 に 実 習内
容に 関 す る も の が あ る こ と が 分 か っ た 。「気に し な い 」 と い う 概 念 に当て は ま る コ ー
ド を 持 つ 対 象 者 のパーソナリ テ ィ特性 の 結 果 （表 5） を⾒る と 、 外 向 性 、開放性 が低
い こ と が 分 か っ た 。  
 
表 4． テ ー マ １  感動 体 (全 100 コ ー ド ) 
カ テ ゴ リ ー 名  概 念 名  
現 場 体 験 (50) 患 者 理 解 の 不 十 分さ (23)* 
他 職 種 と の 関 わ り (2)** 
患 者 か ら の 感 謝 ・信 頼 (10)** 
薬 剤 師 職 の 理 解 ・憧 れ (14)** 
達 成 感 (1) 
指 導 者 と の 関 係 構築 (24) 評 価 (3) 
や さ し さ (5) 
葛 藤 (11) 
指 摘 (5) 
仲 間 と の 関 係 構 築 (2) 仲 間 と の 関 係 構 築 (2) 
心 を 揺 さ ぶ ら れ た体 験 は 無 い (24) 気 に し な い (3) 
想 像 通 り (5) 
物 足 り な さ (13) 
多 忙 (3) 


















図 3． テ ー マ の 相 関 図  
 
3 .2 ． 感 動 体 験  
薬 学 ⽣ の 実 務 実 習 中 の 感 動 体 験 は①現場体 験 、②仲間 と の 関係構築、③指導者 と の
関係構築の 三種類に 分 け ら れ 、 学 ⽣ は⼈と の 関わり に よ っ て 感 動 体 験 を 経 験 す る こ と
が 分 か っ た （表 4 参照）。 指導者 と の 関係構築で は 、 関係がポジテ ィ ブ で あ っ た か 、
ネ ガ テ ィ ブ で あ っ た か に よ っ て⼤きく⼆つ に 分 か れ て い た 。ポジテ ィ ブ な 関係は 、
「 や さ し さ 」「評価」「 指摘」 で あ る 。 ネ ガ テ ィ ブ な 関係は 、「葛藤」 で あ る 。  
ま た 、 学 ⽣ は現場体 験 に お い て RS や PS を 経 験 す る 。 RS は 患 者 と 接 す る こ と で 、
PS は 患 者 と 接 す る こ と に 加 え て 、 活躍す る 薬 剤 師 の姿を⾒る こ と で 経 験 し て い た 。  
 感 動 体 験 が無い と 感 じ る 理由に は 、「気に し な い 」 と い う 元 々 の 性格以外 に 実 習内
容に 関 す る も の が あ る こ と が 分 か っ た 。「気に し な い 」 と い う 概 念 に当て は ま る コ ー
ド を 持 つ 対 象 者 のパーソナリ テ ィ特性 の 結 果 （表 5） を⾒る と 、 外 向 性 、開放性 が低
い こ と が 分 か っ た 。  
 
表 4． テ ー マ １  感動 体 (全 100 コ ー ド ) 
カ テ ゴ リ ー 名  概 念 名  
現 場 体 験 (50) 患 者 理 解 の 不 十 分さ (23)* 
他 職 種 と の 関 わ り (2)** 
患 者 か ら の 感 謝 ・信 頼 (10)** 
薬 剤 師 職 の 理 解 ・憧 れ (14)** 
達 成 感 (1) 
指 導 者 と の 関 係 構築 (24) 評 価 (3) 
や さ し さ (5) 
葛 藤 (11) 
指 摘 (5) 
仲 間 と の 関 係 構 築 (2) 仲 間 と の 関 係 構 築 (2) 
心 を 揺 さ ぶ ら れ た体 験 は 無 い (24) 気 に し な い (3) 
想 像 通 り (5) 
物 足 り な さ (13) 
多 忙 (3) 




表 5. 対 象 者 の BIG5 点 数  
ID 年 齢  性 別  外 向 性  協 調 性  勤 勉 性  神 経 症 傾 向  開 放 性  
No.１  23 女 性  8 11 9 7 9 
No.２  23 女 性  9 11 6 11* 7 
No.３  23 女 性  7 7** 6 8 4** 
No.４  25 男 性  3** 9 7 9 4** 
No.５  23 女 性  3** 10 4** 8 10* 
No.６  25 男 性  7 11 5 7 11* 
No.７  24 女 性  6 9 8 10* 8 
No.８  25 男 性  8* 10 3** 11* 7 
No.９  23 男 性  4** 11 6 7 8 
No.10 23 男 性  13* 12* 2** 12* 11* 
*SD 以 上  **SD 以下 （ 川 本 ら (2015)の ビッ グ ・ フ ァ イ ブ ・パ ー ソ ナ リ ティ 特 性 の年
齢 差 と 性 差 の 研 究に よ る 20 代の 男 女 の平 均 （ SD） よ り ）  
 
3 .3 ． 体 験 後 の 変 化  
感 動 体 験 は 患 者 / 家 族 の 視 点 獲 得 、 薬 剤 師 役 割 の 理 解 に 加 え 、 キャリア形成 、 能 ⼒
の 向 上 効 果 が あ る 。 キャリア形成 は⾃分 も あ の 薬 剤 師 の よ う に働きた い と い っ たポジ
テ ィ ブ な 効 果 と⽬標の喪失と い っ た ネ ガ テ ィ ブ な 効 果 に 分 か れ る 。 ま た 、 体 験 し た当
時 の 感 情 は 持続す る こ と も あ れば、 変 化 す る こ と も あ る こ と が 分 か っ た 。 変 化 な し の
下 位 概 念 に は 、「 ネ ガ テ ィ ブ なエピソー ド の イ ンパクト」 と い う ネ ガ テ ィ ブ な 体 験 か
ら の 影 響 や 「将来的 な⽬標が 変わら な い 」 と い っ た個⼈の 元 々 持 っ て い た 考 え に よ る
も の が あ っ た （表 6 参照）。  
 
表 6． テ ー マ ２  体験 後 の 変 化  
カ テ ゴ リ ー 名  概 念 名  
感 情 の 時 間 的 変 化 (8) 持 続 (3) 
変 化 (3) 
大 き く 変 わ り は しな い (2) 
患 者 や そ の 家 族 を中 心 に (6) 患 者 や そ の 家 族 を中 心 に 考 え られ る (6) 
薬 剤 師 の 役 割 理 解 (13) 薬 剤 師 の 役 割 理 解 (13) 
キ ャ リ ア 形 成 (53) 職 業 選 択 (21) 
現 場 の 現状の把握 (14) 
自分もあの 薬 剤 師の ように働きた い (15) 
目標の喪失 (3) 
能力の 向 上 (28) 外 向 性 の 向 上 (3) 
判断力の 向 上 (1) 
勉強への意欲 (17) 
視野の広がり (3) 
元々持ってい た 考え方の加速 (1) 
ネガテ ィ ブ な 体 験を良い 変 化 に変 え ようとする (3) 
変 化 な し (9) ネガテ ィ ブ なエピソ ー ド の イ ンパクト (5) 
将来的 な目標が変わ ら な い (4) 


















































3 .4 ． 第 三 者 へ の 共 有  
表 7 よ り 、 ネ ガ テ ィ ブ な 感 動 体 験 も 他 者 と 共 有 できて お り 、相談相⼿が い る こ と が
分 か っ た 。 共 有 の相⼿と し て 、ポジテ ィ ブ な 体 験 の 記憶は友⼈、両親で あ っ た 。 ネ ガ
テ ィ ブ な 体 験 の 記憶は 研 究室の教員、 実 習担当の教員、 実 習先の 薬 剤 師 で あ っ た 。ど
ち ら に 対 し て も友⼈を 共 有相⼿と す 対 象 者 が多 っ た 。 対 象 者 は友⼈と 研 究室の先
⽣ と い う よ う に異な る属性 の⼈を複数挙げて い た（図 4 参照）。ま た 、共 有 の 有無の 性
差を⾒て み る と男性 よ り も⼥性 の ⽅ が 共 有 を⾏っ て い る こ と が 分 か っ た （表 8 参照）。 
第 三 者 へ の 共 有 は 、ポジテ ィ ブ な 感 情 を 持続させた り 、 ネ ガ テ ィ ブ な 体 験 を 良 い 経
験 へ 変 化 させた り す る 効 果 が あ る こ と が 分 か っ た 。 し か し 、 共 感 を 得 ら れ な か っ た場
合、 ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 を 持続、増幅させて し ま う お そ れ が あ る （表 9 参照）。  
 
表 7． ー マ 3 第三者へ  
カ テ ゴ リ ー 名、概 念 名  
ポジテ ィ ブ な 体 験の 記憶の共有 (12) 
ネガテ ィ ブ な 体 験の 記憶の共有 (18) 
共有無 し (15) 
      ※ （  ） 内 に コ ード 数 を 記載  
 
 
図 4．共有相手  
 
表 8． 男 女 別共有の有無  
ID 性 別  共有 (病院 ) 共有 (薬局 ) 
No.1 女  あり  あり  
No.2 女  あり  あり  
No.3 女  あり  な し  
No.4 男  な し  な し  
No.5 女  あり  な し  
No.6 男  な し  あり  
No.7 女  あり  な し  
No.8 男  な し  な し  
No.9 男  な し  な し  
















ID 性別 共有(病院) 共有(薬局)
No.1 女 あり あり
No.2 女 あり あり
No.3 女 あり なし
No.4 男 なし なし
No.5 女 あり なし
No.6 男 なし あり
No.7 女 あり なし
No.8 男 なし なし
No.9 男 なし なし






























































No. １ 病院（1期）薬局（3期） 397 25 50 内科、眼科、皮膚科、泌尿器科 3～4
No. ２ 薬局（1期）病院（3期） 1200 38 70 内科、小児科、眼科、耳鼻咽喉科 3
No. ３ 薬局（2期）病院（3期） 1200 31 30～35 内科、眼科、皮膚科、整形外科 4～5
No. ４ 薬局（2期）病院（3期） 1200 31 20～30 小児科、精神科 3
No. ５ 病院（1期）薬局（3期） 536 32 70 内科、小児科、泌尿器科 4
No. ６ 薬局（1期）病院（3期） 236 16 150～200
内科、耳鼻咽喉科、皮膚科、精
神科、整形外科 7～8
No. ７ 病院（1期）薬局（2期） 717 29 100
内科、小児科、眼科、皮膚科、
歯科、整形外科 7
No. ８ 病院（2期）薬局（3期） 376 26 250 大学病院門前 8～9
No. ９ 薬局（2期）病院（3期） 200 22 40 内科、小児科 9















3 .6 ． 結 果図  
 薬 学 実 務 実 習 を⾏っ た 学 ⽣ へ の イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ を 分 析 し た 結 果 、 ⽣ 成 さ れ た カ
テ ゴ リ ー お よび概 念 の相互関係に基づく全体図に つ い て は図 5 に⽰す通り で あ る 。  
 分 析 の 結 果 、⾃⾝で 変 え る こ と の できな い 実 習環境か ら の 影 響 、 ま た 、 学 ⽣ と 実 習
先の 指導者 と の 出会い の あ り ⽅ がどの プ ロ セ ス を辿る の か に⼤きな 影 響 を与え て い る
こ と が 明 ら か と な っ た 。 指導者 と の 出会い が 学 ⽣⾃⾝に と っ てポジテ ィ ブ な も の と し
て 位置付 け ら れ た の か 、 ネ ガ テ ィ ブ な も の と し て 位置付 け ら れ た の か 、 ま た何も 感 じ
な か っ た か に よ っ て 学 ⽣ が 実 習 に よ っ て 体 験 す る 感 動 体 験 と 体 験 後 の 変 化 は異な っ て
く る 。ま た 、感 動 体 験 に よ っ て は 時 間 を か け て そ の 効 果 が 出 て く る も の も あ る 。「 指摘」
や 「 患 者 理 解 の不⼗分 さ 」 が そ れ に当て は ま る 。  
 
図 5．結果図  
4． 考  察  
4 .1 ． 感 動 体 験 の 効 果  
薬 学 ⽣ の 実 務 実 習 中 の 感 動 体 験 は 意 欲 の 向 上 や 視 野 の 広 が り 、 他 者 志 向 の 進 展 と い
っ た⾃分⾃⾝の 能 ⼒ の 向 上 に 効 果 が あ っ た 。 こ れ は⼤学 ⽣ に お け る ⽇ 常 の 感 動 体 験 の
効 果 と同様で あ る 4 ）。実 習 で は RS や PS を 経 験 す る こ と で 専 ⾨ 分 野 に 関 連 す る 知 識 や
使命感 を育て る 効 果 や 、 職 業 選 択 へ の 影 響 が⾒ら れ た 。先⾏研 究 の う ち 、幼稚園実 習
に お い て⾃⾝の⼦ども 理 解 が不⼗分 で あ っ た と い う RS を 実 習 中 に 経 験 す る こ と で「⼦
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